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報告1

（2019年度） 鹿嶋テニス連盟

役職名 氏　　名 住　　　　　所 所属クラブ

会長 君和田　毅
勤)鹿嶋市須賀　豊郷まちづくりセンター
自)鹿嶋市田野辺

鹿島ローン

副会長 木原　義幸 自)神栖市息栖 テニッシュ

理事長 軍司　栄一 自)鹿嶋市粟生 鹿島ローン

事務局長
常任　理事

田中　砂千子 自)鹿嶋市平井 Ｓ＆ＳＬＴＣ

（会　計）
常任　理事

佐藤　智子 自)鹿嶋市宮津台 テニッシュ

（普　及）
理　事

木村　義一 自)鹿嶋市沼尾 Ｓ＆ＳＬＴＣ

（普　及）
理　事

鶴岡　勝美 自)鹿嶋市 鹿島ローン

（普　及）
理　事

田中　正徳 自)鹿嶋市 シトロン

（普　及）
理　事

笹渕　正保 自)鹿嶋市 ＫＳＣ

監　査 島崎　康雄 自)神栖市神栖 シトロン

監　査 斉藤　奈都子 自)鹿嶋市宮津台 アリーズ

顧　問 橋本　悦治 自)鹿嶋市荒井

顧　問 義見　政克 自)潮来市上戸 スティング

役　　員　　名　　簿　

　　　　　　－1－



報告1

男子 女子 計 一般 ≧60歳 ≦18歳 ≧80 ＞１８ ≦１８
178 59 237 126 98 7 6 222 14 0

1 鹿嶋ローン 27 5 32 20 8 4 32
2 パラボラ 16 1 17 12 5 17
3 Ｓ＆SLTC 15 9 24 12 11 1 22 2
4 テニッシュ 17 7 24 14 9 1 23 1
5 グリン 13 5 18 15 3 16 2
6 鹿嶋ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 24 5 29 4 22 3 28 1
7 アリーズ 0 7 7 7 0 5 2
8 V2TC 2 8 10 2 8 10
9 ＴＴＣ 10 3 13 1 11 1 12 1
10 三笠ﾃﾆｽｽｸｰﾙ 0 0 0 0
11 スティング 12 3 15 3 12 13 2
12 エクサーブ 10 1 11 7 3 1 11
13 シトロン 9 1 10 7 3 9
14 新日鐵住金 17 0 17 12 3 2 17
15 ＢＥＡＴ∞ 6 4 10 10 0 7 3

鹿嶋性別内訳 鹿嶋年代内訳 鹿嶋
のみ

県まで

　　　　　　　　－2－

2019年度登録状況

連番 クラブ名
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報告1

総会・理事会
Ｎｏ． 名称 期日、出席 主たる内容
1 第42回 2/27(水) （１）Ｈ29度活動報告　 （２）Ｈ29年度会計報告 （３）Ｈ30年度役員選出　

定期総会 （４）Ｈ30年度活動方針 （５）Ｈ30年度会計予算
2 第１回 4/24(水) （１）上期クラブ対抗戦反省　

理事会 （２）春季ダブルス実施案検討

3 第２回 7/24(水） （１）秋季平日ダブルス実施案検討 （２）テニスの日実施案検討
理事会 （３）かしまオープン実施案検討

4 第３回 9/25(水） （１）秋季ダブルス反省 （２）かしまオープン実施案検討
理事会 （３）かしまチーム対抗戦実施案検討

5 第４回 12/4(水) （１）かしまチーム対抗戦反省 （２）下期クラブ対抗戦実施案検討
理事会 （３）親睦お楽しみ会実施案検討

6 第５回 1/8（水) （１）親睦お楽しみ会進捗報告
理事会

7 第６回 2/12（水) （１）親睦お楽しみ会反省 （２）定期総会について
理事会 （３）その他

大会・事業
Ｎｏ． 名称 期日 参加数

1 上期クラブ 4/7(日) Ａ　４チーム Ａ　１位：パラボラＡ　　　２位：テニッシュＡ　　　  ３位：グリン花 　         ４位：鹿島ローンＡ

対抗戦 Ｂ  ４チーム Ｂ　１位：エクサーブ 　　２位：鹿島ローンＢ　     ３位：テニッシュB　　　 ４位：Ｓ＆ＳＬＴＣ-A

Ｃ  ４チーム Ｃ  １位：グリン月         ２位：スティングＡ　  　  ３位：シトロン  　       　４位：TTC

Ｄ  ４チーム Ｄ  １位：ＫＳＣ             ２位：Ｓ＆ＳＬＴＣ-B　    ３位：鹿島ローンＣ　　  ４位：パラボラＢ

Ｅ  ６チーム Ｅ  １位：日本製鉄鹿島　 ２位：ＢＥＡＴ∞　　　   ３位：スティングＢ　　 　４位：Ｓ＆ＳＬＴＣ-Ｃ

合計　２２チーム      5位：テニッシュＣ　　  6位：ＫＳＣ-Ｂ

2 春季Ｄ 5/11(土) ｴﾝｼﾞｮｲ　   エンジョイ　 

＆ﾁｬﾚﾝｼﾞ  6組 ＆チャレンジ　　優勝：姫野・姫野（テニッシュ・アリーズ）　　　準優勝：吉田・野沢（テニッシュ）

ｴｷｻｲﾄ　　16組 エキサイト　　優勝：塙・萩原（HUNTER・フソウＴＣ）　　 準優勝：香取・大嶋（ＴＴＣ・ＫＳＣ）

Sｴｷｻｲﾄ  13組 Ｓエキサイト　　優勝：高安・田中（グリン）　 準優勝：木原・佐藤（テニッシュ・鹿島ローン）

合計　     35組
3 秋季Ｄ 9/9(日) ｴﾝｼﾞｮｲ　   エンジョイ　 

＆ﾁｬﾚﾝｼﾞ   4組 ＆チャレンジ　　優勝：渡辺・姫野（ＫＳＣ・テニッシュ）　　　　準優勝：田中・出津（ＫＳＣ）

ｴｷｻｲﾄ　   16組エキサイト　 優勝：藤林・色川(鹿島ローン）　 準優勝：山本・大竹（ＢＥＡＴ∞・グリン）

Sｴｷｻｲﾄ　 12組 Ｓエキサイト 優勝：湊・平山（ＢＥＡＴ∞） 準優勝：内山・阪本（Ｖ2ＴＣ）

合計　　　32組
4 テニスの日 9/23(月) 雨天の為、中止。

5 かしま
オープン 10/12(土) 10/12天候不良により延期、予備日10/19も当日朝までの大雨によりコート使用不可の為、中止。

6 チーム 11/3(日) チーム数　10 1位トー 優勝：グリン＆ローン 準優勝：クレッシェンド

対抗戦 合計　67名 2位トー 1位：ＮＯ　ＳＩＤＥ 2位：ペパーミントＢ

3・4位トー 1位：ペパーミントＡ 2位：ＫＳＣ

7 下期クラブ 12/1(日) Ａ　4チーム Ａ　１位：パラボラＡ　２位：グリン花　　　３位：テニッシュＡ　４位：エクサーブ

対抗戦 Ｂ　4チーム Ｂ　１位：グリン月　　２位：鹿島ローンＡ　３位：鹿島ローンＢ　４位：テニッシュＢ

Ｃ　4チーム Ｃ　１位：S&SLTC-A　  ２位：スティングＡ　３位：シトロン　　　４位：ＫＳＣ-Ａ　　

Ｄ　4チーム Ｄ　１位：日本製鐵鹿島　２位：S&SLTC-B　　３位：ＴＴＣ　　　　４位：鹿島ローンＣ

Ｅ　5チーム Ｅ：１位 ＢＥＡＴ∞　 ２位：S&SLTC-Ｃ　 　３位：スティングＢ  ４位：ＫＳＣ-Ｂ 　

計21チーム 　　　 ５位 パラボラＢ

8 親睦 2019 チーム数　10 優勝：徳川家   （ 笹渕、亀山、菊地、穀野、前田、色川、中山(政) ）

お楽しみ会 1/12(日) 合計　69名 準優勝：武田家   （ 渡辺(隆)、金城、武内、野沢、吉田(隆)、大川、中山(智) ）

2019年度活動報告

成績、内容

　　　　　　－３－



報告2

１．収入の部(２０１９年度)
(決算-予算)

項　　　目 予算額 決算額 差引額

１．会　費 267,000 313,900 46,900

　①．連盟費(団体) 13,000 15,000 2,000

　②．比例分担金 254,000 298,900 44,900 一般 1,500×127人=190500

　　（個人登録費） 60才以上 1,000× 98人= 98,000

18才未満   200×  7人=  1,400

80才以上     0×  6人=      0

計238人

県登録 1,000×  9人=  9,000

２．補助金 120,000 132,000 12,000

①．鹿嶋市体育協会補助金 120,000 132,000 12,000

３．繰越金 161,725 161,725 0

①．前年度繰越金 161,725 161,725 0 2018年度繰越金

４．諸収入 572,275 491,302 -80,973

　①.大会参加費 430,000 324,400 -105,600 春季ダブルス 87,000
秋季ダブルス 83,400
かしまオープン 0
チーム対抗戦 83,500
親睦お楽しみ会 70,500

324,400

　②.クラブ対抗戦 72,000 126,000 54,000 上期対抗戦(22チーム) 66,000

（上期、下期） 下期対抗戦(20チーム) 60,000

　 126,000

  ③．雑入 70,275 40,900 -29,373
2 預金利息

合　　　　計 1,121,000 1,098,927 -22073

○２０１９年度　基金会計決算書（収入のみ）

項　　　　　　　目 金　　額

前年度繰越金 57,886

基金積立金（2019年度） 30,000

合　　　　計 87,886

計

各事業へのボール販売

説　　　　　　　　明

５０周年記念事業積立

　　　　　　－４－

２０１９年度　鹿嶋テニス連盟会計収支決算書

説　　　明

1,000×15団体= 15,000

計



報告2
２．支出の部（２０１９年度） 　

(決算-予算)
項　　　目 予算額 決算額 差引額 説　　　　　明

１．事務費 211,000 207,150 -3,850

　①．事務費 70,000 67,418 -2,582 印刷費、振込費、備品購入

事務局以下理事活動費、等

　②．通信費 31,000 30,000 -1,000 ホームページ維持費

　③．会議費 110,000 109,732 -268 理事会費,会計監査費，総会費

２．事業費 632,000 573,291 -58,709

　①.春季ダブルス大会 95,000 97,137 2,137 大会運営費＆賞品

　②.秋季ダブルス大会 75,000 94,028 19,028 大会運営費＆賞品

　③.かしまオープン 140,000 8,980 -131,020 大会運営費＆賞品

　④.チーム対抗戦 95,000 93,143 -1,857 大会運営費＆賞品

  ⑤.親睦お楽しみ会 145,000 145,393 393 大会運営費＆賞品

　⑥.クラブ対抗戦,上/下 82,000 134,610 52,610 大会運営費

３．普及費 30,000 18,888 -11,112

　①.テニス普及費 30,000 18,888 -11,112 テニスの日イベント

４．諸支出金 143,000 144,864 1,864

　①．体育協会会費 40,000 45,000 5,000 200×225人(納付時)

  ②．茨城県テニス協会費 28,000 25,000 -3,000 (16,000×1団体)+(1,000×9人)

　③．年間使用ボール購入 75,000 74,864 -136

５．積立金 30,000 30,000 0

　①.積立金 30,000 30,000 0 ５０周年記念事業積立

６．予備費 75,000 1,500 -73,500

　①．登録費返金 75,000 1,500 -73,500

合　　　計 1,121,000 975,693 -145,307

収入決算額 1,098,927

支出決算額 975,693

差引残高 123,234 (2020年度へ繰り越し)

　　　　　　－５－



報告2
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（2020年度） 鹿嶋テニス連盟

役職名 氏　　名 住　　　　　所 所属クラブ

会長 君和田　毅
勤)鹿嶋市須賀　豊郷まちづくりセンター
自)鹿嶋市田野辺

鹿島ローン

副会長 木原　義幸 自)神栖市息栖 テニッシュ

理事長 軍司　栄一 自)鹿嶋市粟生 鹿島ローン

事務局長
常任　理事

田中　砂千子 自)鹿嶋市平井 Ｓ＆ＳＬＴＣ

（会　計）
常任　理事

佐藤　智子 自)鹿嶋市宮津台 テニッシュ

（普　及）
理　事

鶴岡　勝美 自)鹿嶋市 鹿島ローン

（普　及）
理　事

田中　正徳 自)鹿嶋市 シトロン

（普　及）
理　事

笹渕　正保 自)鹿嶋市 ＫＳＣ

（普　及）
理　事

大木　宏之 自)潮来市 ＫＳＣ

（普　及）
理　事

宮尾　明博 自)鹿嶋市 Ｓ＆ＳＬＴＣ

（普　及）
理　事

関戸　衛 自)鹿嶋市 パラボラ

監　査 大川　文恵 自)鹿嶋市宮津台 シトロン

監　査 姫野　登美子 自)鹿嶋市平井 アリーズ

顧　問 橋本　悦治 自)鹿嶋市荒井

顧　問 義見　政克 自)潮来市上戸 スティング

　　　　　　　　－７－

役　　員　　名　　簿　（案）



議案1

鹿嶋地域における硬式テニスの普及を図り、会員の技術レベルの向上、健康維持,
体力強化及び親睦を目的に、連盟として各事業を展開する。

１．事業方針
理事会反省事項及び会員意見を反映した次の方針で事業を推進する。
（１）「かしまオープン」を当連盟の目玉大会に育て、テニス人口の掘り起こしと普及を図る。
　　　 ・男子シングルス（Ａ、Ｂ、シニア）、女子シングルス

　レベル別大会にする。（「技術レベル差大で、参加意欲が湧かない」に対応）

（２）会員の要望・意向を反映した団体戦を多数開催して、会員の受益を図る。
・クラブ対抗戦 ・チーム対抗戦 ・親睦お楽しみ会

（３）シニア会員増加対応及び女性会員の大会参加率の向上を目指しつつ全会員の参加機会を増やす。
・春季・秋季Ｄ開催（週末実施。レベル・年齢によりカテゴリーを分ける。男女混成可。）
・男女混成可のクラブ対抗戦を継続実施する。

（４）テニスの日
全国的なテニスの日の活動に合わせ、ボレーボレー大会、的当て大会等、
お楽しみイベントを企画し、初心者対象のテニス教室も実施。テニス人口増を目指す。
交流会

２．事業実施計画
事業計画は次ページ参照。詳細は、担当理事・担当クラブ（別途、理事会で決定）が適時企画し、
担当理事の承認を得る。 *コート確保不可他により変更もあり得る。

（例）クラブ対抗戦のクラス別開催等）

３．大会運営及び会場〈予定〉
準備：大会の企画から募集まで鹿嶋テニス連盟担当理事及び担当クラブ
運営：鹿嶋テニス連盟担当役員及び担当クラブ
*各大会の準備・運営は担当クラブの仕事量を増やし、実施してもらう。
　しかし当面は担当理事が補足する。
（例）大会募集作成/通知・実施要項作成/通知・コート鍵受取・大会進行・結果集計・賞品準備
　　　コート代支払・会計報告等
会場：鹿島ハイツスポーツプラザ

高松緑地公園

【県テニス協会鹿行支部の体制について】

Ｈ26年度より鹿行テニス協会が休止となった為、鹿行支部・支部長及び副支部長は2年交替で
加盟団体の持ち回りとなっている。
また、大会（県シングル鹿行予選・県ダブルス鹿行予選・県クラブ対抗戦鹿行予選）運営は
支部長・副支部長の選出している同一クラブで行う。

持ち回り順番は下記の通り　※Ｈ30年度以降は予定

2014・15年度　鹿嶋クラブ　（支部長：阪本　副支部長：田中）　⇒　済

2016・17年度　鹿島ローン　（支部長：橋本　副支部長：鶴岡）⇒　済

2018・19年度　テニスポート波崎（支部長：遠藤　副支部長：塩冶）　⇒　済

2020・21年度　日本製鉄鹿島

－８－

2020年度活動方針(案）

基本理念

　　　　　　　　　　　



議案1

1，2 クラブ対抗戦 団体戦 4/12 (日） ・連盟会員のみ対象、

上期 予) 4/19 (日） 佐藤/関戸

下期 11/22 （日） ・各クラブ複数チームの出場可、男女混成可 (前期3位ｸﾗﾌﾞ)

予) 11/23 (祝） 　（参加者増をはかる）

3，4 春季ダブルス 男女Ｄ 5/16 （土） ・シニア会員、女性会員増に対応する為、

予) 5/23 （土） 　男女混成可とし、レベル・年齢別で実施する。 笹渕・大木

・エンジョイ（初心・初級クラス） （ＫＳＣ/スティング）

秋季ダブルス 9/27 (日) ・チャレンジ（年齢合計125歳以上、女性+10歳）

予) 10/4 (日) ・エキサイト（男性60歳以上、女性年齢制限なし） 田中

・スーパーエキサイト（男女共に年齢制限なし） (シトロン/ＢＥＡＴ∞)

5 テニスの日 テニス教室 ・初心者～中上級者までを対象

9/22 （祝） ・テニス教室、お楽しみイベントを企画 (理事全員)

交流会

6 かしまオープン 男Ｓ 10/10 （土） ・連盟のメインイベントで、オープン大会

女Ｓ 10/17 (土） ・男シングルスはレベル別（Ａ/Ｂ/シニア） 君和田/軍司/鶴岡

・女シングルスはオープン (鹿島ﾛｰﾝ）

・会員/非会員による参加費区分なし

7 チーム対抗戦 団体戦 11/1 (日) ・オープン大会 木原

予) 11/8 （日） ・Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３の団体戦 (テニッシュ）

・クラブ間に跨るチーム編成可、男女混成可

8 親睦お楽しみ会 団体戦 1/10 (日) ・連盟会員のみ対象、（親睦を狙いとする） 田中砂

予) 1/17 (日) ・参加者をグループ分けして、総当り戦 (S&SLTC/ｱﾘｰｽﾞ/

・軽食提供 ﾊﾟﾗﾎﾞﾗ)

*コート確保不可他により変更もあり得る。　理事会にて決定しクラブ代表者へ連絡します。

担当理事
(担当ｸﾗﾌﾞ)

－９－

2020年度　事業実施計画一覧

Ｎｏ． 大会名 種目 実施時期* 大会の特徴・狙い

・A/B/Ｃ/Ｄ/Ｅクラス別大会、Ｄ１～Ｄ３の団体戦

お楽しみ企画



議案2

１．収入の部(２０２０年度)

項　　　　　　　目 金　　　額

１．会　　　費 267,000

　　①．連盟費（団体） 13,000 1,000× 13団体＝ 13,000

　　②．比例分担金 254,000 一般 1,500×100人=150,000

　　　　（個人登録費） 60才以上 1,000× 90人=  90,000

高校生以下   200× 10人=    2,000

80才以上 　 　0×　5人=　　　0

県登録 1,000× 12人= 12,000

  500×   0人=     　0

２．補　助　金 120,000

　　①．鹿嶋市体育協会補助金 120,000

３．繰　越　金 123,234

　　①．前年度繰越金 123,234

４．諸収入 614,766

   ①．大会参加費 440,000 春季ダブルス 85,000

秋季ダブルス 80,000

かしまオープン 120,000

チーム対抗戦 85,000

親睦お楽しみ大会 70,000

    ②．クラブ対抗戦(上期、下期) 108,000 各18チーム 3,000 /チーム

    ③．雑入 66,766 各事業への使用ボール販売 66,000

766

合　　　　計 1,125,000

　　　　　　－１０－

２０１８年度繰越金

  上期　54,000 下期　54,000

預金利息・等

２０２０年度　鹿嶋テニス連盟会計予算（案）

説　　　　　　　　明



２．支出の部(２０２０年度）

項　　　　　　　目 金　　　額 説　　　　　　　　明

１．事　　務　　費 230,000

　　①．事務費 84,000 理事活動費、事業担当費、備品購入費、等

　　②．通信費 31,000 ホーページ維持費、切手、等

　　③．会議費 115,000 理事会費、会計監査費、総会費、等

２．事　　業　　費 678,000

　　①．春季ダブルス大会　　　　　　　 95,000 賞品＆大会運営費

　　②．秋季ダブルス大会　　　 90,000 　　　　〃

　　③．かしまオープン大会 140,000 　　　　〃

　　④．チーム対抗戦大会 95,000 　　　　〃

　　⑤．親睦お楽しみ大会 140,000 　　　　〃

　　⑥．クラブ対抗戦　　　上期・下期 118,000 大会運営費

３．普　　及　　費 30,000

　　①．テニス普及費 30,000 テニスの日イベント

４．諸　支　出　金 104,000

　　①．体育協会費 40,000 200×200人

　　②．茨城県テニス協会費 28,000 (16,000×1団体)+(1,000×12人)＋(500×0人)

　　③．年間使用ボール購入 36,000

５．積　　立　　金 30,000

　　①．積立金 30,000 50周年記念事業積立

６．予　　備　　費 53,000

　　①．予備費 53,000

合　　　　計 1,125,000

○２０２０年度　基金会計予算　(案)　

項　　　　　　　目 金　　　額 説　　　　　　　　明

前年度繰越金 87,886

基金積立額（３年目） 30,000

合　　　　計 117,886

５０周年記念事業積立

　　　　　　－１１－

議案2



議案3

※下記に記載のa、b、c、d、e、f、は委任状の質問事項の選択肢に対応する

◆現行システムについての説明

《一般的な方式》（2009年度以前に採用していた方式）

・ クラブ間の順位付けが主目的  →  １クラブ１チームのエントリー（出たい人がどんなに大勢いても）

・ 不参加チームは不戦敗の扱い  →  次回参加時はすぐ下のクラスに落ちる。

（※不参加チームが複数の場合、すぐ下のクラスに落ちるのは不参加チーム中ドロー最下位チーム）

・ 不参加チームがあると、そのクラスの試合数が減る。（２対戦のみ）  ←仕方のないことと諦める。

（※１対戦のみ、もしくは試合自体が不成立の場合もある。） ← 仕方のないことと諦める。

《現行方式》(2010年度より採用)

・ 『試合のしたい会員はなるべく多く試合を楽しめるように』の観点をクラブ間順位付けに付加。

→  男女混成ＯＫ、１クラブ複数チーム参加可とした。

・ 不参加チームが多くなる可能性が高まる。（回毎に出られる人数に応じて参加数が変動するため）

試合数が１～２対戦のみ、もしくは試合自体が不成立の可能性が高まる。（特に下位クラスで顕著）

→  対応策として不参加チームの抜けた穴を下から順次繰り上げる。

　   (結果として各クラスのチーム数は下位クラスから順次補充されることとなる。） 

→　 全クラスが４チームずつとなり試合数を確保できる。(必ず３対戦）

・ 不参加チームは次回参加時、戻る余地がなくなる。  →  新規参加チームと同じ最下位クラスから

Ⅰ．現行システム(2010年度～２０１９年度)の公平な運用解釈について

エントリーし申し込み締め切り後にキャンセルした場合の次回参加クラスについて

a) すぐ下のクラスからのエントリーが妥当

b) 最下位クラスからのエントリーが妥当

Ⅱ．２０２０年度以降の運用について　(一部の会員から現行方式の見直し意見が出ている為)

〈１〉ドロー決定方法と不参加チームの次期参加枠について

上記『現行システムについての説明』の通り、試合数に配慮するか否かと不参加チームが次回どこの

クラスからの参加になるかは連動している。

互いに抱き合わせになっている事柄について、どちらを重視するかの判断となる。

c) 現行方式

試合数に配慮することを重視する。（エントリーしたのに２試合や１試合しかできない、または試合が

できないチームが出ないように不参加チームの穴を繰り上げ、全チームの試合数を確保する）

→その代償として、不参加チームが次回最下位クラスからの参加となる。

d) 見直し方式（2009年度以前との違いは１クラブから複数チームの参加が可能）

不参加チームが次回最下位クラスに落ちることなく、すぐ下のクラスから参加することを重視する。

→試合数には配慮せず、仮にエントリーしたのに２試合や１試合しかできない、または試合ができ

ないチームがあっても（特に下位クラスにその可能性が高いが…）そこは我慢してもらう。

〈2〉参加費と試合球の扱いについて

e) 参加費3000円。ボールはチームごと３缶持参(現行通り)

f) 参加費5000円。ボール持参なし。セットボールは当番へ

-  12  -

 == クラブ対抗戦に関する協議事項 ==



鹿嶋テニス連盟規約

第１章　名称および事務局
第１条 本連盟の名称は、「鹿嶋テニス連盟」（以下「連盟」と言う）とする。
第２条 本連盟の事務局を、事務局長の所在地に置く。

第２章　目的および事業
第３条 本連盟は、鹿嶋市地域のテニスの普及を図り、併せて体力の向上、スポーツマンシップの滋養

に資する事を目的とする。
第４条 本連盟は、前条の目的を達成する為、次の事業を行う。

（１） 鹿嶋市体育協会に加盟し、同協会の主旨方針に則り、鹿嶋地域住民の体力向上と啓発を図
り、アマチュア精神を確立する。

（２） 日本テニス協会、関東テニス協会、茨城県テニス協会と連携し、同協会の事業に協力する。
（３） テニスを活性化する為、各種行事の企画、運営を行う。
（４） 市町村の枠を超えた広域的な活動を行う。
（５） その他、本連盟の目的を達成する為、必要な事業を行う。

第３章　組織
第５条 本連盟は、鹿嶋市内に在住、在勤する各クラブ、学校体育団体、会社団体等をもって組織する。

但し、理事会で承認された場合はこの限りでない。

第４章　役員
第６条 本連盟は、下記の役員を置く。

（１） 会長 １名
（２） 副会長 若干名
（３） 理事長 １名
（４） 副理事長 若干名
（５） 事務局長 １名
（６） 常任理事 若干名
（７） 理事 若干名
（８） 監査 ２名
（９） 顧問 若干名

第７条 会長、副会長は、理事会に於いて推挙し、総会の承認を得る。
第８条 理事長、副理事長、事務局長、常任理事は、理事の中から互選し、総会の承認を得る。
第９条 理事は、加盟団体の中より、会長が推挙し、理事会に於いて承認を得る。
第１０条 監査は、加盟団体の中より、理事会に於いて推挙し、総会の承認を得る。
第１１条 顧問は、理事会に於いて推挙し、これを会長が委嘱する。
第１２条 役員の職務は、次の通りとする。

（１） 会長は、本連盟を代表し、活動を総括する。
（２） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。
（３） 理事長は、理事会を代表し、会務を執行すると共に、会長、副会長に事故ある時はその職務を

代行する。
（４） 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故ある時は、その職務を代行する。
（５） 事務局長は、連盟の事務を総括する。
（６） 常任理事は、上記役員を補佐すると共に、日常業務を遂行する。
（７） 理事は、常任理事を補佐すると共に、日常業務を遂行する。
（８） 監査は、連盟の会計を監査する。
（９） 顧問は、会長の諮問に答える。

第１３条 役員の任期は１年とし、再任は妨げない。
第１４条 役員の補充は理事会で行い、補充された役員の任期は、前任者の残任期とする。
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第５章　会議
第１５条 本連盟は、次の会議を行う。

（１） 総会
（２） 理事会
（３） 委員会

第１６条 総会は、次の通り開催する。
（１） 総会は、本連盟の最高議決機関であり、加盟団体の代議員と役員により組織し、

会長が招集する。
（２） 総会は、毎年１回３月に開催を原則とする。但し、必要に応じ臨時総会を会長が招集し、開催

する事ができる。
（３） 代議員の数は、加盟団体あたりの会員数（役員を除く）が１９名までは１名とし、これ以上は、

１０名毎に１名増える。
（４） 総会は、代議員の過半数を以って成立する。但し、委任状をもって出席に替える事ができる。

（５） 総会の議長は、会長が務め、議事は出席者の過半数の同意で決し、可否同数の時は議長の
決するところによる。

（６） 個人加盟者は、理事会の承認を得て総会に参加する事ができる。但し、意見は述べられるが、
議決権はないものとする。

第１７条 次の事項は、総会で決定する。
（１） 規約の改正、変更に関する事。
（２） 本連盟の事業計画に関する事。
（３） 予算決算に関する事。
（４） 役員選出に関する事。
（５） その他重要な事。

（２）（３）（４）（５）については、状況を勘案し急を要するものについては、事業の企画・運営を
効率的にすべく理事会で決議することができる。尚、本件の理事会決議については、総会で
承認を得る事とするが、その時期については、会長に一任する。

第１８条 理事会は、次の通り開催する。
（１） 理事会は、第６条（１）～（７）の役員から構成され、連盟の方針に基づき連盟業務を執行する。

但し、必要に応じて顧問、監査、他に出席要請することができる。
（２） 理事会は、理事長が必要に応じて招集し、構成メンバーの過半数の出席により成立する。

但し、その権限を他のメンバーに委任する事が出来る。
（３） 理事会の議長は、理事長が務め、議決は出席者の過半数の同意を得るものとし、可否同数の

時は、議長の決するところとする。
第１９条 委員会を設置する必要が有る場合は、理事会の承認を得てこれを処理する。

第６章　加盟および脱会
第２０条 年度途中で、本連盟に加盟および脱退する団体、個人は、所定の様式により会長に申請し、

理事会の承認を得る。
第２１条 連盟は、個人加盟者に対し理事会において次のことを行う。

（１） 個人加盟者を、加盟団体に斡旋する。
（２） 複数の個人加盟者がいるところは、直接連絡を取り合うような指導を行うとともに、団体結成の

為の指導を行う。
第２２条 加盟団体または個人がこの規約に違反し、本連盟の目的に著しく反した行為のあった時、

理事会の決議により除名する事が出来る。

第７章　活動方針
第２３条 毎年の活動方針については、理事会で協議・計画立案し総会において確定する。

14 



第８章　会計　　
第２４条 本連盟は、下記に掲げる資金で運営する。

（１） 加盟団体の分担金および会員登録費
（２） 各種補助金、寄付金
（３） 大会参加費
（４） その他

第２５条 登録団体の分担金および会員登録費は次の通りとする。
（１） 加盟団体の分担金は、１団体年額1,000円とする。
（２） 会員登録費は、１名につき年額1,500円とする。
（３） 但し、６０歳以上は年額1,000円。高校生以下は200円、８０歳以上の場合は無料とする。
（４） 県テニス協会登録費は年額1,000円。但し、18歳以下は年額500円。
（５） 連盟費の納期は、２月一括納入とするが途中加盟の場合は、加盟時一括納入とする。

第２６条 本連盟の会計年度は、毎年２月１日に始まり翌年１月末日に終わる。
第２７条 本規約の施行について必要な事項は、理事会で決定する。

付則 １．本規約は、昭和５３年４月２１日から施行する。
２．本規約改正は、平成１７年４月１日から施行適用する。
３．本規約改正は、平成２０年４月１日から施行適用する。
４．本規約改正は、平成２７年４月１日から施行適用する。
５．本規約改正は、平成２８年２月２４日から施行適用する。
　　但し、（８０歳以上の場合は無料とする。）は平成26年４月１日から施行適用する。
６．本規約改正は、平成３０年２月２２日から施行適用する。
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